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記者会見発言要旨記者会見発言要旨記者会見発言要旨記者会見発言要旨（（（（未定稿未定稿未定稿未定稿）））） 

 

日日日日    時時時時：：：： 2011 年年年年 3月月月月 29日日日日（（（（火火火火））））    13：：：：30～～～～ 

出席者出席者出席者出席者：：：： 桜井正光桜井正光桜井正光桜井正光    代表幹事代表幹事代表幹事代表幹事 

 前原金一前原金一前原金一前原金一    副代表幹事副代表幹事副代表幹事副代表幹事・・・・専務理事専務理事専務理事専務理事 

 

記者の質問に答える形で、①東北地方太平洋沖地震から 2週間の政府の対応、②産業界

への影響、③法人実効税率引き下げの見直し、④東京電力の国有化、⑤福島原発事故と今

後の原子力政策展開の体制、などについて発言があった。 

 

Q：：：：    震災震災震災震災からからからから 2 週間週間週間週間経経経経ちちちち、、、、ライフラインライフラインライフラインライフラインはははは若干復旧若干復旧若干復旧若干復旧にににに向向向向けてけてけてけて動動動動きききき出出出出したしたしたした感感感感があるががあるががあるががあるが、、、、原発原発原発原発はははは依依依依

然一進一退然一進一退然一進一退然一進一退がががが続続続続いているいているいているいている。。。。現時点現時点現時点現時点でのでのでのでの政府政府政府政府のののの対応対応対応対応とととと日本経済日本経済日本経済日本経済にににに与与与与えるえるえるえる影響影響影響影響についてについてについてについて、、、、所感所感所感所感

をををを伺伺伺伺いたいいたいいたいいたい。。。。 

桜井：  政府の対応については、とにかく予期せぬ出来事で、政治・行政ともに相当な被害

があったため、最初は混乱したと思うが、22 日から国会も動き出し、予算案、関連法

案、今後の補正予算と、与・野党協調路線の中で進み始めた。対応の時間的な遅れ

はあるにせよ、国難という状態の中で、救済・復旧に向けた与・野党揃っての協力体

制は見えてきた。 

原子力発電（所の事故）の問題は、原子力の専門家ではないのでコメントが難し

いが、政府の対応を見ると、後手後手の感は否めない。多分に技術的要素が絡ん

でいるので、いま何が起きているのかをしっかりと掌握し、それに対する対応も、技術

的なものをベースにあらゆる可能性とリスクを引き出し、先行性のある対応が必要

だったと思うが、事故の拡大に後手に回ってしまっている状況である。今後、いかに

低温安定化（を図り）、いまの異常な状態の拡大を止めるかに専念する必要がある。

原子炉の中の状態や放射能の漏洩は、チェルノブイリやスリーマイルでは見られな

かったような世界でも初めての状況であり、世界の英知を集め、技術ベースに則って

現状把握をし、いかに沈静化、低温安定化を図るかについて、早急に世界レベルで

考え、対応策をとることが必要である。政治にも、そのような体制を早急に敷くことが

望まれる。 

前原：  今回の震災で感じたことを 2 点お話したい。ひとつは、関西の広域連合が各々支

援する県を決めて取り組んでおり、また、姉妹都市同士での助け合いも進んでいる。

これは新しい動きで、今後の国や社会のあり方を考える上で重要であり、平常時から

進めなければならないと感じている。2 点目は、先般、関西経済同友会との会合でも

話題に上ったが、企業の本社機能が東京に集中していることについて、危険分散や

電力の観点から、名古屋や関西などに本社機能を分散することを考えなければなら

ないと思っている。 
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Q：：：：    産業界産業界産業界産業界ではではではでは、、、、計画停電計画停電計画停電計画停電のののの影響影響影響影響などがなどがなどがなどが出出出出ているとているとているとていると思思思思うがうがうがうが、、、、いかがかいかがかいかがかいかがか。。。。 

桜井：  被災に遭った東北地区は、日本全国に部品・材料（を供給している）メーカーが集

約化しており、全国規模で展開している（需要者としての）大手企業は大きな打撃を

受けている。サプライ・チェーンの破綻や物流の寸断により、モノ（製品）を作ろうにも

作れない状況である。企業がすべきことは、第一に、東北地区の部材関係のメー

カーをいかに復旧させるかであり、東北地方以外の関連企業にも、人為的、金銭的、

技術的などの面でサポートをしていく必要がある。第二に、電力の問題である。（福

島）原発の問題で、電力の供給が東電の（送電地域の）中で約 25％低下し、これは

日本全体で 12～13％（の低下）に相当する。日本全体が相当な影響を受け、いかに

節電をしていくかが大きなテーマである。前原専務理事の発言にもあったが、企業の

生産やオペレーションの拠点を西日本に移転することがひとつの大きなテーマに

なってきている。生産のあり方も、今までのサプライ・チェーン・マネジメント、（即ち）

部品を調達し、（製品を）生産し、それを市場に提供していくという一連のサプライ・

チェーンの改革も必要になる。日本全国にわたる企業のオペレーションを、特に節

電・省エネという観点で改革していかなければならない。早く震災前の生産性・生産

高に戻すことが大事である。 

 

Q：：：：    復興財源確保復興財源確保復興財源確保復興財源確保のためにのためにのためにのために法人法人法人法人実効実効実効実効税税税税率引率引率引率引きききき下下下下げをげをげをげを見送見送見送見送るるるる案案案案がががが出出出出ているがているがているがているが、、、、これについてこれについてこれについてこれについて

所感所感所感所感をををを伺伺伺伺いたいいたいいたいいたい。。。。 

桜井：  結論は、法人税だけで考えるべきではない（ということである）。（法人実効税は、）

企業の国際競争力（強化）や、企業が日本に立地し、日本を離れない、また海外の

企業が日本に直接投資をして入ってくる、あるいは間接投資をして資金を日本に向

ける、といった企業の立地環境を整備し、日本企業にも海外企業にも｢魅力ある日

本｣を作り上げるということで、これは成長戦略上、非常に大事なことである。法人税

（率引き下げ）だけで魅力を出せるわけではなく、FTA、EPA、TPP によって日本を開

くことも重要で、セット（で）の話である。これらは日本の成長力を高めるという、震災

以前から掲げられた重要政策である。また、税と社会保障制度との一体改革も同様

だ。背景は少子・高齢化の問題で、これも震災とは関係なく進んでいく。日本創生の

ための大きな政策の柱は、税と社会保障制度（の一体改革）と成長戦略実現のため

の、日本を開き、（企業の）立地条件を魅力あるものにしていくことであり、待ったなし

課題だ。 

政策の優先順位だが、いま一番大事なことは被災者の救済であり、被災地の復旧

である。これを第一義的に、優先順位の第一に据えることは、当然疑いのないところ

だ。次に、日本の財政の面からも、他の政策の優先順位を決めて、何に国の予算を

投入していくのか（を考えなくてはならない）。今の政府を見ていると、震災対策、被

災者救援と（被災地）復旧が第一義で、後は復旧の状況を見つつ考えていく様だ。

私は、これは違うと思う。税と社会保障制度の一体改革にしても、少子・高齢化という

環境変化は、震災とは別次元で進んでおり、待ってはくれない。また、日本を開き、
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かつ（企業の）立地条件を魅力あるものにしていくことも、グローバル大競争という環

境変化の中での重要な成長戦略で、これも待ってはくれない。震災に対する復旧（・

復興）活動を第一義とし、その他の重要な構造改革テーマは後回しでは、いつに

なったらこれらに着手できるのか、財源を回せるのかが不明確になってしまう。第一

義的には、震災復旧。第二に、「強い経済、強い財政、強い社会保障」に向けた制度

改革を並行して進めることが大事だと思う。そのための財源確保が次の大きなテーマ

だ。日本の財政面から優先順位を落とさざるを得ないのは、（民主党）マニフェストの

徹底的な見直し（による政策の修正）である。マニフェストを（一旦）白紙に戻し、再構

築することも必要だろう。金額的には、2010 年度の予備費、2011 年度の予算にある

予備費で、約 1 兆 1,600億円ある。加えてマニフェストを全て白紙に戻すと、6～7 兆

円程度捻出できる。全てをゼロ・ベースに戻す訳にはいかないだろうが、政策展開の

優先順位を落としても良いものが 4～5 兆円ある。一方、必要な復興費用は、被害金

額が未確定で、復興のための予算がどのくらいかはまだ発表されていないが、10 兆

円を超えるであろうとの説が多い。その半分程度は、マニフェストの見直しでなんとか

捻出できるのではないか。それ以外の手段として、建設国債や特例公債を、いかに

財政健全化という視点で抑えつつ出すかということである。これを（与・野党一体と

なって）国会の場で審議し結論を出すことを、政治には期待したい。 

 

Q：：：：    法人税法人税法人税法人税率率率率引引引引きききき下下下下げげげげのののの見送見送見送見送りりりりはははは慎重慎重慎重慎重にににに、、、、ということかということかということかということか。。。。 

桜井：  法人税だけを考えれば良いということではないはずだ。成長戦略、大きくはアジア・

新興国の成長エネルギーをいかに取り込んでいくかを考えることが非常に重要であ

る。そのためには、法人税のみならず、TTP 等の経済連携、自由貿易協定の促進を

前進させ（ることも併せて考え）る必要がある。 

    

Q：：：：    法人税法人税法人税法人税（（（（率引率引率引率引きききき下下下下げげげげ））））だけをだけをだけをだけを見直見直見直見直すすすすこここことにとにとにとに否定的否定的否定的否定的なななな発言発言発言発言があったががあったががあったががあったが、、、、マニフェストマニフェストマニフェストマニフェストのののの見直見直見直見直

しをしをしをしを先先先先ずやってずやってずやってずやって、、、、それでもそれでもそれでもそれでも足足足足りなりなりなりなければければければければ法人税法人税法人税法人税（（（（率引率引率引率引きききき下下下下げげげげのののの見直見直見直見直しにしにしにしに））））くるべきとおくるべきとおくるべきとおくるべきとお考考考考えなのえなのえなのえなの

かかかか、、、、それそれそれそれともともともとも全体全体全体全体ををををパッケージパッケージパッケージパッケージとしてとしてとしてとして（（（（見直見直見直見直すのかすのかすのかすのか）、）、）、）、代表幹事代表幹事代表幹事代表幹事のののの考考考考えをえをえをえを伺伺伺伺いたいいたいいたいいたい。。。。  

桜井：   優先順位を考えると、第一に（震災の）復興対策で、第二は制度改革が必要な課

題、すなわち現政権が言う「強い経済、強い財政、強い社会保障」の一体改革である

はずだ。そして（第三が）、政権交代によって出てきた生活者視点、それは当然重要

だが、子ども手当や高校無償化、高速道路無料化、農業（戸別補償）支援等、新た

に投入した政策について（マニフェストを）見直す必要がある。 

 

Q：：：：    今回今回今回今回のののの原子力発電所原子力発電所原子力発電所原子力発電所のののの事故事故事故事故をををを受受受受けけけけ、、、、政府内政府内政府内政府内でででで東京電力東京電力東京電力東京電力のののの国有化国有化国有化国有化もももも議論議論議論議論されているがされているがされているがされているが、、、、

東京電力東京電力東京電力東京電力のののの経営体制経営体制経営体制経営体制についてどのようにについてどのようにについてどのようにについてどのように見見見見てててているいるいるいるかかかか。。。。 

桜井：  なぜ国有化が必要なのか、政府の監督･管理の下に置く理由があるはずだが、そ

の理由が分からない。安全管理の面で必要なのか、それとも企業のファイナンス上で

必要と判断されたのか、ポイントがわからない段階では答えることができない。安全
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管理の問題であるとすれば、国有化をすればしっかりと安全管理ができるのか、国と

してどのような安全管理をしようとしているのか、それは民間企業ではできないことな

のかを知りたい。 

 

Q：：：：    原子力発電所原子力発電所原子力発電所原子力発電所のののの問題問題問題問題にににについてついてついてついて、、、、「「「「世界世界世界世界のののの英知英知英知英知をををを集集集集めてめてめてめて解決解決解決解決していくしていくしていくしていく必要必要必要必要があるがあるがあるがある」」」」とのとのとのとの発発発発

言言言言があったががあったががあったががあったが、、、、そもそもそもそもそもそもそもそも日本日本日本日本はははは技術立国技術立国技術立国技術立国としてとしてとしてとして世界世界世界世界にににに冠冠冠冠たるたるたるたる技術力技術力技術力技術力がががが強強強強みであるみであるみであるみである。。。。3 月月月月 11 日日日日

にににに震災震災震災震災がががが起起起起きてからきてからきてからきてから、、、、今今今今なおなおなおなお原子力発電所原子力発電所原子力発電所原子力発電所はあのようなはあのようなはあのようなはあのような（（（（危険危険危険危険なななな））））状況状況状況状況であるであるであるであるがががが、、、、日本日本日本日本のののの技術技術技術技術

力力力力についてどのようにおについてどのようにおについてどのようにおについてどのようにお考考考考えかえかえかえか、、、、伺伺伺伺いたいいたいいたいいたい。。。。 

桜井：  専門外のため答えることは難しい。企業経営という立場で述べると、日本は、技術

力、特に品質管理や信頼性、安全保証という点で、世界でも長けた国であったと考

えているし、いまもそう確信している。その国で今回のような事故が起こり、現段階で

は放射能漏れの可能性まで取り沙汰される事態となったことは、本当に残念でならな

い。原子力（発電）や新幹線、その他の基幹インフラに関わるものは全て大規模なシ

ステムとして稼働している。新潟県中越沖地震の際、柏崎・刈羽原発では原子炉自

体に被害はなかった。問題は、その他のコンピュータ管理室を含む周辺のシステム

が被害に遭ったことで、安定制御などに不安を招いた。今回も同様に、電源がダメー

ジを受け、代替の電源を働かせようとしたが低温冷却装置を作動させる諸経路が被

害を受けて傷んでいたということだ。システム問題は、重要な部分だけが機能すれば

済むということではなく、周辺を含めたシステム全体としての耐震性、津波対応力な

どを備えるよう設計されていなければならないはずだ。今回は、そうしたシステム全体

としての信頼性、安全管理の面で問題があったのかもしれないと思う。その意味で、

（個々の）技術力というよりも、安全管理、安全システムの設計能力、震災規模に対す

る想定能力に問題があった可能性が考えられる。この経験を基に今後の日本の原

子力はシステム全体で安全対策を施し、非常に高い信頼性を発揮して、世界の原子

力産業の中でもさらに信頼性の高いものにしていくことができると確信している。 

 

Q：：：：    （（（（原子力発電所原子力発電所原子力発電所原子力発電所のののの））））全体全体全体全体ののののシステムシステムシステムシステムをどうをどうをどうをどう守守守守るかというるかというるかというるかという点点点点でででで問題問題問題問題があったのではがあったのではがあったのではがあったのでは（（（（ないかないかないかないか））））

とのとのとのとの指摘指摘指摘指摘だだだだがががが、、、、今今今今までまでまでまで東電東電東電東電がががが原子力発電所原子力発電所原子力発電所原子力発電所のののの安全対策安全対策安全対策安全対策としてとしてとしてとして説明説明説明説明していたところからしていたところからしていたところからしていたところから（（（（判断判断判断判断））））

するとするとするとすると、、、、今回今回今回今回のののの問題問題問題問題はははは起起起起きなかったのではないかときなかったのではないかときなかったのではないかときなかったのではないかと思思思思うううう。。。。またまたまたまた、、、、震災震災震災震災をををを受受受受けたけたけたけた電力会社電力会社電力会社電力会社がががが今後今後今後今後

のののの災害対策災害対策災害対策災害対策をどうするかとをどうするかとをどうするかとをどうするかと言言言言えばえばえばえば、、、、例例例例えばえばえばえば、、、、地震地震地震地震のののの恐恐恐恐れがあるところれがあるところれがあるところれがあるところにににに原子力発電所原子力発電所原子力発電所原子力発電所をををを建建建建てててててててて

いるあるいるあるいるあるいるある電力会社電力会社電力会社電力会社にににに聞聞聞聞いたところいたところいたところいたところ、「、「、「、「津波津波津波津波へのへのへのへの対策対策対策対策はははは強化強化強化強化するがするがするがするが、、、、地震地震地震地震にににに対対対対してはしてはしてはしては今今今今のののの基準基準基準基準

であればであればであればであれば大丈夫大丈夫大丈夫大丈夫」」」」とととと言言言言っているっているっているっている。。。。合理的合理的合理的合理的なななな発想発想発想発想にににに基基基基づいてづいてづいてづいて様様様様々々々々なことなことなことなことをををを組組組組みみみみ立立立立てていくてていくてていくてていくのだろのだろのだろのだろ

うがうがうがうが、、、、合成合成合成合成のののの誤謬誤謬誤謬誤謬というかというかというかというか、、、、元元元元々々々々のののの発想発想発想発想やややや設計設計設計設計にににに基本的基本的基本的基本的なななな落落落落としとしとしとし穴穴穴穴やややや抜抜抜抜けがあるようにけがあるようにけがあるようにけがあるように思思思思えるえるえるえる。。。。

これをこれをこれをこれを改善改善改善改善するにはどのようなことがするにはどのようなことがするにはどのようなことがするにはどのようなことが必要必要必要必要とおとおとおとお考考考考えかえかえかえか。。。。 

桜井：  今回は、全体のシステムで、どれだけの震度、あるいは津波に耐えられるレベルに

（設定）すべきかという出発点に問題があったと思う。3 つのプレートが連鎖的にずれ

てマグニチュード 9.0 という地震が発生するというのは想定外で、さらに津波の高さも

1 つのプレートだけならば 10 メートル程度を想定していたらしいが、それが実際には
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約 17 メートルにまで達してしまった。いま振り返れば、出発点に問題があったと言え

るだろう。 

 

Q：：：： 想定想定想定想定できないことができないことができないことができないことが起起起起こったがこったがこったがこったが、、、、原発原発原発原発はははは（（（（現在現在現在現在もももも））））運転運転運転運転しているところもしているところもしているところもしているところも多多多多いのでいのでいのでいので、、、、（（（（運転運転運転運転

をををを））））止止止止めてめてめてめて補強工事補強工事補強工事補強工事をすることもをすることもをすることもをすることも大変大変大変大変であるであるであるである。。。。これからこれからこれからこれから起起起起こるかもしれないこるかもしれないこるかもしれないこるかもしれない（（（（災害災害災害災害のののの））））こともこともこともことも考考考考ええええ

てててて、、、、抜本的抜本的抜本的抜本的なななな見直見直見直見直しやしやしやしや対策対策対策対策のののの強化強化強化強化はははは不可欠不可欠不可欠不可欠とととと考考考考えてよいかえてよいかえてよいかえてよいか。。。。 

桜井：  （対策強化は）不可欠だ。私は、原子力政策は大事だと考えている。今の原子力政

策は、日本の総発電量の約 40％、あるいは 50％までまかなえるよう、2020年までに 9

基、2030年にはさらに 5基、合計 14基増設する計画だと言う。今でも約 30％を原子

力に頼っている状況で、再生（可能）エネルギーである風力や地熱、太陽光等でエ

ネルギー量を高めていくのはかなり難しい。火力・石炭のみに戻すこともできず、原

子力を軸に置いたエネルギー政策をとらざるを得ない。そのためには、想定条件、前

提条件の設定を高め、それに耐え得る原子力発電所にしていく必要がある。 

 

Q：：：：    東京電力東京電力東京電力東京電力もももも経済産業省経済産業省経済産業省経済産業省もももも、、、、（（（（原子力発電所原子力発電所原子力発電所原子力発電所のののの対策基準対策基準対策基準対策基準をををを））））低低低低くくくく見積見積見積見積もっていたともっていたともっていたともっていたと思思思思うううう。。。。国国国国

会会会会ででででもももも（（（（このこのこのこの点点点点についてについてについてについて）、）、）、）、想定外想定外想定外想定外というよりむしろというよりむしろというよりむしろというよりむしろ想定内想定内想定内想定内であったのではないかというであったのではないかというであったのではないかというであったのではないかという質問質問質問質問もももも

出出出出ているているているている。。。。そうするとそうするとそうするとそうすると今回今回今回今回のののの場場場場合合合合、、、、東京電力東京電力東京電力東京電力のののの経営者経営者経営者経営者やややや関係者関係者関係者関係者はははは過失責任過失責任過失責任過失責任をををを問問問問われてわれてわれてわれて然然然然るべるべるべるべ

ききききとおとおとおとお考考考考えかえかえかえか。。。。 

桜井：  この様な質問に、私が答える立場にはない。知る範囲では、想定していなかったと

聞いている。 

 

Q：：：：    システムシステムシステムシステムのののの問題問題問題問題となるととなるととなるととなると、、、、原子力政策全体原子力政策全体原子力政策全体原子力政策全体をををを進進進進めるめるめるめる経済産業省経済産業省経済産業省経済産業省、、、、原子力安全委員会原子力安全委員会原子力安全委員会原子力安全委員会やややや原原原原

子力安全子力安全子力安全子力安全・・・・保安保安保安保安院院院院、、、、およびおよびおよびおよび電力会社電力会社電力会社電力会社とのとのとのとの（（（（関係各所全体関係各所全体関係各所全体関係各所全体のののの））））システムシステムシステムシステムもももも見直見直見直見直さないとさないとさないとさないと信頼信頼信頼信頼をををを得得得得

られないとられないとられないとられないと思思思思うがうがうがうが、、、、いかがかいかがかいかがかいかがか。。。。 

桜井：  そう思う。東京電力には、事業者としてのシステム設計、システム保証の責任がある

が、やはりこの問題は、国、そして機器や装置類を提供しているメーカー、さらに事業

者である電力会社を含め、全体の総合力でシステム設計をしていくことが重要だ。こ

うしたあり方の改革も今後必要になる。 

 

以上 

（文責：経済同友会 事務局） 


